
























研究目的

　本研究は心身障害の原因となる有害遺伝子が日本人集団内にどの頻度で存在

するかを明らかにするとともに,この頻度に影響する自然淘汰の強さがどのよ

うに変わりつつあるか,正常遺伝子から有害遺伝子への突然変異はどの頻度で

起こっているか,また遺伝性異常の中でも特に重要な常染色体性劣性遺伝病の

発生に影響の大きい近親婚について,その頻度と時代的変化を調べ,また遺伝性

異常の集団内における分布についてモニタリングを試みる。これによって心身

障害の頻度とその内訳について現況と将来の見とおしを知り,その予防に関す

る方針樹立に必要な基礎資料とする。


